地域密着型サービス運営推進会議記録（第101回）
	施設名
	グループホーム合歓の木

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和7年12月17日　　　

	会場
	富士医院1F事務所内　13：00～13：30

	参加者
	利用者代表
	
0人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	　0人

	
	高齢者お世話センター
	0人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	2人



	報告事項
	入居者　17名（男性3名　　女性14名）
平均年齢　　82.7歳　　平均介護度　3.23
介護職員　12名（看護師介護職兼任1名　ケアマネ1名　介護職員11名）

	
	

	議題
	●11月24日の外部評価後の課題報告でのご意見
地域とのつながり・・・車椅子の人も地域行事へ参加してもらったら？
と社会福祉協議会から提案があったが施設職員の負担になるのでは？
地域の人に手伝ってもらえないか？→ケガしたらどうする？
責任は誰がとる？→1日だけの外出の為の保険があれば
施設側も地域の方にお願いしやすくなるのでは？

・GH併設の富士医院の外来スペースを活用し地域住民を呼んで
茶話会を行ったり、場所は提供するので、お茶とお菓子は持ち込みで
地域の方の交流の場として活用し、GHの入居者も参加することにより
地域とのつながりになるのでは？

身体拘束・・・言葉の使い方、言い回し→チャットGPTで検索してみては？

災害対策・・・とにかく災害が起こった場合、まず自分自身を守り
その後、1人が外の状況を確認することが大切。
動かない方が安全でれば動かない。


避難所もまず建築士が確認した後でないと本来建物の中に入てはいけない。


訓練については、大きな流れでの訓練を行い、その後問題のあった部分に
対しての訓練を行うことが大切。（トライ＆エラー）


　
　


●第100回運営推進会議は令和7年月12月末日開催
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